育成会だより原稿

「今年度の福岡ひまわりの里の取り組み」
福岡ひまわりの里　石井　美紀


福岡ひまわりの里は、指定障がい者支援施設として「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」の趣旨に沿い、利用者のニーズや意向を尊重し、年齢や障がい特性に応じた支援に努め、利用者の望む暮らしができるよう施設入所支援・生活介護事業の円滑な運営を推進しています。今回は、今年度の福岡ひまわりの里の取り組みをいくつかご紹介したいと思います。
福岡ひまわりの里は、平均年齢５３歳となり、５０歳以上の利用者が半数を超しました。
利用者の加齢に伴う体力の低下や、身体状態の変化など、今まで以上にきめ細かい支援が必要になっています。また、認知機能の低下がみられる利用者には、医療機関と連携しながら、安全面を最優先にした支援に取り組んでいます。そこで、今年度に入ってすぐ、部分的・廊下の片側のみ設置していた手すりを、館内全てに設置しました。手すりを使ってより安全に移動ができるようになり、また、転倒リスクの外的要因も減らしました。転倒リスクについては、外的要因だけではなく、内的要因の転びにくい体力づくりにも取り組み、日々の運動を通して体力の維持増進に努めています。
　また、利用者が楽しみにしている食事については、利用者の栄養状態や食生活の向上を図るため、利用者一人ひとりの栄養、活動状況、健康状態に着目し、バラエティに富んだ楽しみのある食事の提供に努めていますが、加齢による咀嚼能力の低下や、唾液の分泌の低下がみられ、嚥下機能の低下による、誤嚥の危険性も高くなってきています。利用者が楽しんで食事できるよう、口腔ケアの重要性を意識した支援を取り入れています。また、研修を通して職員の意識付け、介護技術の向上に努めています。
[bookmark: _GoBack]　利用者の加齢に伴う課題はまだありますが、健康にまた快適に生活が送れるように、環境の整備、個々のニーズに沿った支援を行っていきます。

